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＜連絡事項＞

· 納涼会企画について、課長・理事長からの許可が降り、８月１９日（金）で決定となりました。利用者様やご家族の方に日程、自己負担額などについて十分に説明し、誤解やトラブルのないよう準備をしましょう。

· 合唱コンクールについて。日程について担当者で検討し、他の行事とぶつからないよう、また、企画書を２ヶ月以前に作成できるよう準備を進めましょう。

· 通所リハビリテーション室のパソコンが本日２台作動しなくなりました。現在、点検修理を依頼中です。事務処理など優先順位を考えて効率よくパソコンを使いましょう。

· 勤務表が貼り出されました。今回はお盆休みもあり、有給休暇を利用している職員も多いので、各自でしっかりと自分の勤務を確認しておくこと。

· 学術研究発表について。各セクションで研究テーマ・方法・内容などの検討を早めに始めてください。テーマ決定は７月２２日まで、抄録・発表原稿作成は８月１９日までを期限とし、その後パワーポイントを利用して職員全体で推敲していく形を取る予定。内容としては、単に調査結果や状況を発表するのではなく、今後に活かしていけるものにしてください。

· パンフレット作成について。他のパンフレットを参考に、裏面に記載する内容や地図を決定してください。

＜外来患者様情報＞

· 我満　奈津紀様～先日、自宅の洗濯機が壊れてしまい、現在は青明舎の洗濯サービスを利用するた　
　　　　　　　　め青山荘に通っているとのこと。主治医より、生活する上で洗濯機は必要な物な
　　　　　　　　ので、経済的に切り詰めるようにし、新しい物を買うよう助言があったとのこと。

· 大下　良悦様～先週からデイケアの通所日が月～金となった。主治医より、遅刻なく毎日通所する
　　　　　　　よう助言がある。
　　　　　　　診察前、呼び出しのベルがなった際、前の患者様が診察中であるにも関わらず診察
　　　　　　　室に入ろうとしたため、外来看護師より声をかけ、静止した。

＜ナイトケア利用者処遇検討＞

· 上川原　豊様（44歳）　統合失調症

　　　【　　　は自己評価、　　　は職員評価】

	
	評価項目
	評価基準

	Ａ
	身だしなみ
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｂ
	生活リズム（参加状況）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｃ
	疎通性（理解力・伝達力）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｄ
	自己表現（自己主張）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｅ
	柔軟性
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｆ
	集中力と根気
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｇ
	常識的行動・マナー
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｈ
	デイケア外での対人交流
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｉ
	余暇・社会資源の利用
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｊ
	デイケア内での役割意識と行動
	５
	４
	３
	２
	１


【本人の状況等】

· 評価項目Ａについて。不潔感等はないが、体臭が気になることがあり、本人に指摘すると「洗剤のせいだ」と話すが、明らかに洗剤の臭いではない。洗濯の仕方が不十分なのではないか？

· 評価項目Ｂについて。もともと時間について厳しいため、ナイトケアでは遅刻はなく、休む際も連絡などを忘れることはない。最近は、ナイトケアを休むことが時々あるが、６月下旬からパセリー菜でのパート雇用が始まり、環境が変化したためと思われる。

· 評価項目Ｄについて。本人、見栄を張ることが多く、できないこと・分からないことも「できる・分かる」と言うことがある。

· 評価項目Ｅについて。面談時、本人は「他人の意見を受け入れられないんじゃなくて、受け入れる気がないんだよ」と話していた。実際は、職員に対しては自分の意見を主張し通そうとすることが多いが、力の強い他メンバーの意見には反対せず押し黙ってしまう。

· 評価項目Ｈについて。本人は「今も東京に友達がいて、文通している」と話すが、実際の交流があるかどうかは不明。また、ナイトケアの仲間とも、積極的にナイトケア時間外で交流を持つことはなく、街で青南病院やナイトケア関係者に会うと「障害者と一緒にいると思われたくない」と避けて通る。

· 評価項目Ｉについて。実際は知らない・分からないことでも、知っている・分かっているフリをすることがあり、社会資源でも実際は利用できない・理解していないことが多い。

【問題点】

· コンプレックスが強く、見栄を張ることが多いため、言いたいこと・聞きたいこと等をうまく話せないことが多い。

· プログラムなどでも集中力に欠け、途中で席を立つことが多い。

· 他人の目を気にするあまり、ナイトケアでゆったりとリラックスすることができず、主に職員としか交流が持てない。

【今後の対応】

· 本人のコンプレックスが強く、何事にも他人の目を気にする傾向があるため、なかなか言いたいこと・聞きたいことをうまく話すことができない。本人の自信を高めていくためにも、プログラム等で本人の特技が活かせるよう関わり、評価する。
　＊本人の特技…木工、粘土等で作る作品

· 作業など、一人では積極的に取り組むことでも、他メンバーと同じ内容・同じ場所であると、出来栄えや進行状況の速さ等が気になって集中できない様子。他メンバーと比べられる、という恐怖心があると思われる。なるべく本人の個性を活かし、他人と比較されないような工夫をすることで、周囲の目を気にせず集中してできるような環境を作る。




















































